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概要: 近年,GPS(Global Positioning System)を利用した測位システムが発達しており，様々な場面で位置情報サービス
が利用されている．しかし，ショッピングモールや地下街等の屋内では GPSの電波を正確に受信することが難しいため，
位置を特定することが困難である．現在，この問題を解決するため，RFID(Radio Frequency IDentification)や無線
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テ ム と し て ， RFID(Radio Frequency 
Identification) や 無 線 LAN(Local Area 





















よ う に 主 に Web 言 語 で 構 築 を 行 い ，
















































































































































































ことでHTML(Hyper Text Markup Language)の
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